
県民意見募集 結果の概要 

募集期間 平成 30年 10月 25日（木）～11月 22日（木） 29 日間 

資料の 

提供方法 

・県ホームページ での閲覧 

・公園スタジアム課、大宮公園事務所、地域振興センター等での配布・閲覧 

募集方法 郵便、ファクシミリ、電子メールのいずれか 

提出者数 126 名（個人 117名、法人 9団体） 

意見数 400 件 

意見者の所在 
・さいたま市内：90名（71％）・県内（さいたま市除く）：26名（21%）  

・埼玉県外：7名（6％）    ・不明：3名（2％） 

 

主な意見と対応 

テーマ 主な意見 対応の方向性 

スタジアム・ 

スポーツ 

（167 件） 

・ 新スタジアムは第二公園では

なく、第一公園にすべき 

・ NACK5 スタジアムを残すべき 

等 

・ スタジアムは特定競技（サッ

カー）専用とすべき 

・ 意見を踏まえ、第一公園のゾーニングにもスポーツの要

素を盛り込んだ 

・ 今ある施設は、すぐに廃止するのではなく、当面維持

管理しながら使用していくことを明記した 

・ 新スタジアムの「多機能」の意味は、「多種目」ではな

く、商業や教育等様々なサービスを提供できる機能で

あることを明記した 

施設整備 

（34件） 

・ 飲食店、BBQ場、ホテル等、

施設があったらよい 

・ 芝生広場を増やすべき 等 

・ グランドデザインでは具体的な施設の詳細な計画等は

行わないが、意見は今後の施設計画においての参考

とする 

ゾーニング 

（20件） 

・ 概ね原案に賛成 

・ 現状のままでよい 等 

・ 概ね原案どおりのゾーニングとした 

アクセス 

（18件) 

・ 公園へのアクセス整備が必要 

・ まちの回遊を考えると、バス輸

送はすべきでない 等 

・ 今後の公園整備や運営の検討に際しての参考とする 

親水空間づくり 

（13 件） 

・ 水質を改善すべき 

・ ボートの復活を望む（反対意

見もあった） 等 

・ 公園内の池の水質改善を位置づけた 

・ 公園の魅力向上のため、ボートを位置づけた 

飲食・宿泊 

（10件） 

・ おしゃれなカフェがあるとよい 

・ 宿泊施設は不要だ 等 

・ 公園の魅力向上に必要と考えられる施設を位置づけ

た 

樹木 

（7件） 

・ 樹木の植替え、間伐などが必

要 

・ サクラを保全すべき 等 

・ 樹木の適切な維持管理、サクラの保全などを位置づ

けた 

・ 意見は今後の樹木管理の参考とする 

 


